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被子植物門 Angiospermae ラン科 Orchidaceae   

エビネ 
Calanthe discolor var. discolor 

 

カテゴリー判定結果 準絶滅危惧（NT） ③ 

分布域の一部において、過度の採取圧による圧迫が指摘されている。 

評価分科会： 維管束植物分科会 

 

基礎情報 

偽球茎は球状。葉は 2–3 個つき長さ 15–25 cm、幅 5–8 cm、鋭頭、無毛。花茎は高さ

20–40 cm、1–2 個の鱗片葉があり、短毛が生える。花序は短毛があり、ややまばらに 8–

15 花をつける。萼片と側花弁は暗褐色。萼片は狭卵形、鋭頭。側花弁は萼片よりやや狭

く同長。唇弁は萼片と同長、帯紅色または白色、扇形で 3 深裂し、側裂片は広いくさび

形で斜上し全縁、中裂片はくさび形で 2 裂し、うね状の条が 3 本ある。花色に様々の変

異があり、萼片と側花弁が緑色で唇弁が白色のものをヤブエビネ f. viridialba とよぶ。ま

た、側花弁が唇弁化したものをキヌタエビネ f. trilabelata という。常緑で地生の多年草。

花期は 4–5 月。主として暖温帯の林下に生える。北海道（西南部）・本州・四国・九州・

琉球、朝鮮半島・中国（東～南部）に分布。 

 

特記事項 

特になし 

 

旧レッドリストカテゴリーと掲載名 

第４次 2020: エビネ Calanthe discolor NT 

第４次 2019: エビネ Calanthe discolor NT 

第４次 2018: エビネ Calanthe discolor NT 

第４次 2017: エビネ Calanthe discolor NT 

第４次 2015: エビネ Calanthe discolor NT 

第４次: エビネ Calanthe discolor NT 

第３次: エビネ Calanthe discolor NT 

第２次: エビネ Calanthe discolor VU 

第１次: ― ― ― 

都道府県レッドリスト・レッドデータブック掲載状況（令和４年度末時点） 
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北海道[絶滅危急種(Vu)] 青森県[希少野生生物(C ランク)] 岩手県[B ランク] 宮城県[絶滅
危惧Ⅱ類(VU)] 秋田県[N T] 山形県[絶滅危惧ＩＢ類（ＥＮ）] 福島県[絶滅危惧Ⅱ類(VU)] 
茨城県[絶滅危惧Ⅱ類] 栃木県[絶滅危惧Ⅱ類(B ランク)] 群馬県[絶滅危惧Ⅱ類(VU)] 埼玉
県[絶滅危惧ⅠB 類(EN)] 千葉県[一般保護生物(D)] 東京都(本土部)[区部：絶滅危惧ⅠA 類
(CR) 本土部：準絶滅危惧(NT)] 東京都(北多摩)[絶滅危惧Ⅱ類(VU)] 東京都(南多摩)[準絶滅
危惧(NT)] 東京都(西多摩)[絶滅危惧Ⅱ類(VU)] 東京都(伊豆諸島)[絶滅危惧Ⅱ類(VU)] 神奈
川県[準絶滅危惧(NT)] 新潟県[絶滅危惧Ⅱ類(VU)] 富山県[準絶滅危惧] 石川県[絶滅危惧
Ⅱ類(VU)] 福井県[県域絶滅危惧Ⅱ類] 山梨県[絶滅危惧Ⅱ類(VU)] 長野県[絶滅危惧 IA 類
(CR)] 岐阜県[絶滅危惧Ⅱ類] 静岡県[準絶滅危惧(NT)] 愛知県[準絶滅危惧(NT)] 三重県[準
絶滅危惧(NT)] 滋賀県[その他重要種] 京都府[要注目種] 大阪府[NT] 兵庫県[C ランク] 奈
良県[絶滅危惧種] 和歌山県[絶滅危惧ⅠB 類(EN)] 鳥取県[準絶滅危惧(NT)] 島根県[絶滅危
惧Ⅱ類(VU)] 岡山県[絶滅危惧Ⅱ類] 広島県[準絶滅危惧(NT)] 山口県[絶滅危惧Ⅱ類(VU)] 
徳島県[絶滅危惧Ⅱ類(VU)] 香川県[準絶滅危惧(NT)] 愛媛県[絶滅危惧Ⅱ類(VU)] 高知県
[絶滅危惧Ⅱ類(VU)] 福岡県[絶滅危惧Ⅱ類] 佐賀県[準絶滅危惧種] 長崎県[準絶滅危惧種
(NT)] 熊本県[絶滅危惧Ⅱ類(VU)] 大分県[絶滅危惧Ⅱ類(VU)] 宮崎県[準絶滅危惧(NT-g)] 
鹿児島県[絶滅危惧Ⅱ類] 

保護に係る法令指定状況（令和４年度末時点） 

指定なし 
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アセスメントサマリー（Assessment summary） 

Calanthe discolor var. discolor has been assessed for threatened wildlife of Japan Red List 5th 

edition. Calanthe discolor var. discolor is listed as NT under criteria ③. 

Judging from changes in habitat conditions, it is judged that the pressure on the survival of the species 

is increasing. Specifically, in part of the distribution area, one of the following trends is prominent 

and will further progress in the future. 

③ They are under pressure due to excessive capture/collection pressure. 

Law designation 
status for 
conservation 

― 
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